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日本骨髄バンク
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骨髄バンクによる骨譴の提供は、ドナーと患者さんが特定できないシステムになつています。しかし、骨髄バンクを介した手紙のやり取り

は認められています。患者さんとその床族から、骨髄提供者に宛てたお手紙をこ本人の了解を得た上で、その一部をご紹介します。
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元気になったらた くさんのブ、々 こ分 |十 与え、社会に役立っていける

ら出られるようになったら、また近況幸臓告させてI貞 きたいと想、って

おります。本当に有難 うごさいます=(母 )

十 ■
―1/  :  ■

■レ曇  υ

るようにな ました:

(中 略)い つかHLAの 合う方が娘をi力 1す て くれると1言 して生1舌 して

紙が遅 くなって しまいまして申し訳ありません。私は 7年前から骨

itを :|三 十 1こ いただかな |キ れ|」 ならない病気にかかってしまいました。
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頑張れ骨髄バンク、私も応援しています。

=i交
にも行けす (中 略)運重力会などもいつも見学でした,そ んな

~■
、F〕 体が健康だったら_と ろヽtヽ ろと||る みました=(中 略 )

||。 電 W げ様で今で |ま すっか り良 くなって10日 に退院 しました。本当にどう

もありが とうございましたt′ しヽから感謝 してお ,ま す=(後略 )

(重 li再生不良性貧血の少女・移植時15歳 )

急性骨髄性白血病の女児 (移植時 5歳 )か ら ドナーにあてた手紙 (絵 )

:                    田 中 好 子 (女優 )

:  今から10年 前の昭和60年、義妹の夏目雅子が急1生骨髄性白血病のために他界 しました。当時、担当

: の先生より治療法の一つとして骨髄移植のお話を受けましたが、 日本ではまだ実施された例が少なく、

: 主人と義妹は移植技術の先進国と呼ばれるアメリカに渡 りました。いろいろと手を尽 くしましたが、

: 残念ながら身内に適合する者がなく、アメリカでもHLAが適合する人は見つからず本当に悔 しい思い

: をしたようです。その後、日本でも骨髄移植が急速に広が り、平成 3年末の骨髄移植推進財団の誕生

: とともに、いよいよ日本でも非血縁者間の骨髄移植が夢の治療法から、現実のL界へ と限りなく近づ

: いてきました。人が人を救える社会…。こんな素晴 らしい輪をめざして、私 も少 しでもお役に立つの

: ならばと思ってお ります。
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骨髄移植はどのような病院で、どのようにして行われているので

しょうか。骨髄バンクに登録しているドナーに限らず、多くの方た

ちが興味のあるところです。骨髄バンクによる骨髄移植の行われて

いる病院は、移植設備のある病院ならどこでもよいというわけでは

ありません。実績のある経験豊富な病院が財団の認定病院に指定さ

れています。

また、登録者の皆さんがドナーに選定された場合、入院して骨髄

を採取する病院も財団の認定病院です。

今回、都内のある財団指定の認定病院にお邪魔して、スタツフの

仕事ぶりや施設などを細部までじつくりと拝見させて頂きました。

こちらの病院はこれまでに、ll cも たくさんの ドナーから′日̈随を採

取 している病院です。毎週のように ドナーからの′昌"随採取を作iっ て

います。

また、1:■ l rtl■
・′′

、
‐ti            ~

Kさ んの骨髄採lkの 総監督 となるT医師や担 Jlす る何人もの医師が

病室にやってきました。いろいろと挨拶や説FFlを 済ます と、各々忙

しい1哉場′ヽ とた戻って↑すきました。

点滴番の看護婦さん、朝 8時から

午後 3時 までひたすら点滴の薬斉|

を調合 している。

患者さんたちのいる無菌室や一豪病 T末 そして:く 董,ら 千三三手をf
ったり来たりと、休む暇 もなく精力的に働いています。こちらが話

を聞こうにも、移Illす るところを捕 まえて歩きながら話す しかあり

ません。

外米診療が担 11の 日などは、朝 9時半から診察を始めて、終わっ

たのが夕方 5時 半でした。その間は休憩 もなして、やっと終わった

と思、ったら今度は会議のため外に出|ま す。移』力の車の中でバンをか

しりますが、これが何 と登食で した。

その後 も状態 /~気になる患者さんがいるとのことで、夜10時過ぎ

に病院に戻 り、11朝 まで徹夜e実 はその前 日と翌日も徹夜状態でし

たし 1亡 しいのは他の医FIた ちも■lじ こと。毎晩、i肖 灯後の10時 を過

ぎて も増護室でカルテやレントゲン写真に見入る何人ものスタッフ

の姿がありました。
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病棟看護婦による朝 8時半の引き継 ぎミーティング
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大切な ドナーからの骨髄液を持って

S医師が帰ってきた。

今回のlk材 を通 し、医師や看護婦さんをはじめ、薬剤師や無菌食

をつ くる栄養課のスタッフ、放射線技師や検査技師など病院中の実

にた くさんのセクションの医療スタッフにより、骨RII移植の現場が

支えられていることがわか りました。 しかも、スタッフの1状身的な

努力と好意によって、現在の骨髄移植が成 り立っていました。少 し

でもこうした移植病院の雰囲気をご理解 していただければ幸いです。

撮影/桐野江直樹
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ドナ|■,座1談会|「遠慮なく体験を語り合おう」
■■■■■|■■|■||■■||‐

骨髄ドナーとなられた方は、各人それぞれの事情により、様々な過程を経て提供されていると思います。先日、骨護提供をされたドナーの

方 8人にお集まり願い、その貴重な体験を話し合つていただきました。そのときの模様をここでこ紹介します。今後 ドナーとなられる可能性

のある登録者の皆様に、こうした体験談が何かの参考になればと思います。

出席者 (発言lLE)

村上 洋子さん 提供時30歳  自営業 愛媛県在住

塚田 信弘さん 提供時26歳  医師 新潟県在住

宮山 直子さん 提供時28歳 会社員 福岡県在住

梅田 正造さん 提供時43歳 会社員 千葉県在住

今里千加子さん 提供時31歳  タレント 京都府在住

谷 真一郎さん 提供時40歳 教員 愛知県在信:

浅沼 一成さん 提供時29歳 公務員 (医師)秋 口1県在住

中谷 光子さん 提供時49歳 主婦 東京都在住

司会/大谷貴子 骨髄移植推進財団普及広報委員会副委員長

|=|||||||^年 |1年な ■ |,1早い 01奪 |||||,|■
司会 まず、 ドナーになろうと思ったきっかけを教えて ください。

村上 これはあまり言って欲 しくないことですけど、失恋 したとき、

テレビに患者さんが出ていて「私に骨髄 をください」って言ってい

たのを見て、パーッと登録を決めました。だからはかの人みたいに

崇高な気持ちじゃな くて、失恋 したの、ああ私が健康でハッピーな

んだと思ったんですよね。それに骨髄バ ンクを支援する会にも入っ

ていたし、 (適合する患者さんがいると知 らせを受けた時は)不謹1真

かもしれないけど、あとには引けないって感 じでした。 (笑 tヽ )

塚田 ぼ くは(医学部の)学生だったとき、患者さんを診ていて…、

ドナーになりました。それまで献血 も少 ししてきましたし、体験が

自分に役に立つ と思いました。

宮山 私は確か、大谷さん (司会者)の 出ているテレビを見てからだ

ったと思います。

梅田 自分の人生を考えて、何かひとつ良いことをや らなくてはと

思っていました。このまま死んでも何にも残 らないし…。たまたま

同じ職場に自血病でお子さんを亡 くされた方がいて、現在その方と

骨髄バ ンクのボランティアもやっていますので、一通 りの知識はあ

る程度持っていました。この活EIJの 中で、患者さんの家族とも知 り

合いになったり、骨髄バンク支援のイベントで東ちづ るさんと写真

を撮ったり、だんだん深みに入って行ったというわけです_(サitヽ ｀

今里 私は子供のころから他人のために何かや りたいと思っていま

したので、たまたま知 り合いの内科の先生の呼びかけで「骨髄移植」

は私でしか救えないって気持ちで登録 しました。 リポーターとして

いろいろな取材をしてきたことも関係 しているか もしれません。

うな…、やるしかない、前に進む しかないって気持ちで した。

浅沼 |ま くも「当たったな」 という感 じでず。一生にあるか無いか

のことでしょc追い込まれた感 じでなく、競馬で当たったような…。

今里  (登 録後)2年 1]ビ してからで した。現実のものとなって「来

ちゃった」 という感覚で した。ネガティブな気持ちとポジティブな

気持ちが半々くらいです。

谷 だいぶ待たされたので、特に何にも思いませんで した。

中谷 私は「やった―」って感 じでした。 しか し、主人が反対する

ん じゃないかと直感 しましたので、一晩は主人には何 も言いません

で した。翌日「実はねぇ…」と切 り出したんです。その後、看護婦

さんに「年齢がざりぎり(ド ナーの年齢制限は50歳 まで)な のに、ラ

ッキーで したね」と言われ、うれ しく思いました。看護婦さんのこ

宮山 登録から2年経っていたので「やつた―」 と思いました。そ

の後 も2カ 月まった く連絡がなかったので心配だったけど(提供が

決定 した時は)や っと当たったという感 じでした。

中谷 定、子は「いいよ」 と言って くれたんですけど、主人:ま 反対し

ました。一週間 くらい、印が もらえず、悩んで悩んで 、結局 :ま私

の熱意ですね。「もしものことがあっても死んでもいい、麻酔で死ん

でも事故で死んでも本望」 とまで言ったので、主人 も、最終的 こ|ま

印を押 して くれました。主人も大 きく変わりました。

宮山 父は反対でした。リリの人って意気地がないですよね。 (笑い)

母の方は何とか行けそうだと思ったので、情に訴えると「ここまで

言い出したらきかないから」と言って1司 意 して くれました。そのう

ち病気 と闘っている患者さんの写真を見せ ると、ポロポロ涙を流 し
′「市守
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ら、ババのせいよ」って脅か したんです |ナ ど。 (笑 い)提 供後 |ま 手の

ひらを返 したように、まわりの人に得意げに話 していました。

浅沼 結婚 したばか りだつたので、母が「何かあったらどうするの」

と反メ寸しました。「何かあったら、保険もあるし…」(笑 tヽ )と は言っ

てみたものの、弱気になったこともありました。反対に妻の方から

「困った人のためにも頑張って」と励まされたりしました。要は、家

族も職場 も社会のサポー ト体制が人事なんですよね。

谷 妻 も理解 してくれて、家族の反対はなかったんですが、 5歳の

娘がお父さんがどうなってるかと心配するだろうなと思いました。

村上 入院する前夜は、近 くの温泉に行ってごも也走を食べ、母が「生

きて帰ってきなさいよ」と言って くれて一緒に過ごしました。

浅沼 ぼ くは逆に「終わったら温泉に行こうね」って言ったので、

家族がホロっとしたみたいで した。

||IⅢ I幸 |||||=年 |||||→ Ⅲ IIIII
司会 最終同意から提供 までのあいだ、気をつけたことやブレッシ

ャーを感 じたことはありますか。

村上 ここで交通事故でもしたら、病気 したら、患者さんは死んで

しまいますよね。一 ヶ月車の運転には気をつけました。
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塚田 私は一 ヶ月半、怪我をしないように気をつけましたし、お洒

も飲まないようにしました。

宮山 階段から落ちないように気をつけました。 (爆笑)い え、私っ

てほんとによく階段で転ぶんです。

梅田 風邪をひかないように特に気をつかいました。風邪が流行っ

ていた冬で、まわり中が風邪をひいていたので手1先 いとうがいは 3

カ月 くらいは続けました。緊張 していたせいか、 とうとう風邪はひ

きませんで した。あとは車の運転を慎重にしたことかな。

今里 最終同意をとるまでが大変だったから、同意後は少 し気が楽

になりました。二つの命を預かっているという感 じでした。

|||||||で 1華 争 1幸 |||い ||‐||||||||
司会 コーディネー ト時に何か気づかれた点はありましたか。

中谷 大変良 く説明して くださったと思います。ただ、主人が「あ

と10年 もしたら、 もっと違 う治療1去ができるのでは」 と質問したら

コーデ ィネーター :こ 「いま苦 しんでいる患者さんはどうするんです

か」 と言われました,あ とになって「コーデ ィネーターが患者さん

のイ貝1に たって言っているので 1ま ないかt トナーに対して、公T中立

二 1う 立場からはおか しtヽ 」 とtヽ う意見を聞きました=卍、として 1ま

公平中立をおかしたとは思いませんで した。

宮出 =、 い■―‐ | ■テーliだ tヽ千‖力
'ご

|:だ・ ,た ので、

うみた■ こ
=三

■ (=tえ て (tき ‐ました=だ、1ま 門 F]|こ でも

んですが、先生つぎ「 分てビ/tビ ん
=′

してしまⅢ、そん
=こ

意をしで
'1表

ぃっまで経っても,三絡がなくて1ヽ・ました

うか。難 しい問題があると|ま想、tヽ ますうゞ
=

中谷 麻酔をするときに涜暢するの |ま 当た ,前かもしれませんが、

私は知 りませんで した。当 11の 朝「浣陽 しますJと 言われて急に ll

き気が して、気持ちが悪 くなりました,初 めに言っておいて くれた

塚田信弘さん 宮山直子 さん 梅田正造 さん

ら心の準備 もできていたのにと思いました。

行き1度 るというような感 じで、今までの人生でいちばん痛いことで

した。看護婦さんに押さえつけられて…。すごくつらかったです。

司会 マルクは血を造る能力を調べるためのものですが、末槍血で

充分評価できるようになっているということです= ところで、骨髄

提供時の採取に関 して、型、|ま いつ も「メスやハサ ミ|ま 使いません」

と話 しているんですが。

塚L i、 ,,場 ilま り,り ました。り」るといっても、すっと刺す くらい

て、ちヒて一針モいました
=

(「 :市 した秋山医師よ 1サ )全国で 3～ 4ケt設 でやって ,ヽ ます。切るこ

とのメ リ/卜 |ま 1易跡がきれいだということです。そのほかに採取方

法で |ま 、採取の皮膚の六の数の違いがあ ります。多いところでは

50～ 60カ 所刺 しますが細い針を使いますから意外 とあとの痛みが少

ないこともわかってきました。個々の施設で充分説明していただ く

必要があると思っています。

|||||||||1幸 Ⅲ ‐,オ||",フ を ||||||||
村上 私は小柄で体重は40kgを 切ることもあります。コーディネー

トの段階で「約 1リ ットル採るが、自己血を600cc採 っておいて、そ

れを戻すから大丈夫」 と言われて素直に信 じていたんですが、回復

まで約 1カ 月位かか りました。実は自己血を採ったときからドキ ド

キするし、おかしいなと思っていました。 1週間は寝たきりの状態

で した。大人気ないし、ついつい我慢 した私 も悪かったんですが、

私の体に対 して採取量が多いか少ないかはきちんと教えて くださる

方がいればと強 く思いました。採取後 3週間目には、下痢 と嘔吐が

始まりました。我慢できな くなって採取 したりi汚 院に行きました。採

取 と|ま 関係あ )ま せんで したが、私、の体が弱っていたので、 どこか

今里千加子 さん
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村上洋子さん

中谷光子 さん谷 真―郎 さん 浅沼一成 さん



らかウイソレスが入ってしまったようです。

司会 事前にその辺の説 月を受け、体調が悪かったときにす ぐ連絡

して相談できる人がいれば、予防もできたかもしれませんね。

村上 村、は我慢強いというか、結構「大丈夫、大丈夫」 と言う方な

んです。その くせ陰で泣いたりするたちなので、それも良 くなかっ

たと思います。

司会 今では採取後は定期的に糸‖かい間隔でコーデ ィネーターから

電話が入るなど、 ドナーのフォローアップ体制が作 られました。こ

れ も、村上 さんの事伊1な どが参考となって、つらかった体験が今の

骨髄バンクのシステムに生かされるようになって来たわけです。

梅田 型、は新 しくコーディネーターになった方から 1週 間おきに電

言舌をもらいました。採取痕が皮膚炎になって「かゆい、 かゆい」と

「
iっ ていたので、 2カ 月間完全にフォロー してくれました。 しか し

採取病院から|ま 喝諭冬検査の結果を
'日

らせますよJと 言っていたの

に、‖h連絡 |ま 来ませんでした,

お医者 さんに「麻酔 (ま とっく|こ 切たて‐るんて十■

「え―っ」という+運 なケースです=:,月 、1多 学ス行て

入ったとき「なんだ、なんだ」と言われました ■て、
~

′思うようなrrTrが 残っていたのだと
= 

ま■,■ttl長 た

丁li室 の中で雀k声 があ力` し́たと後て百きました
=

、獲tOIIIありがとう。・・9丁言が辱0年1
司会 提供 したことを今どう思っておられますか。

塚田 自分が選ばれたことは良かったと思、いますし、-4三 の誇りに

していきたいと思、っていますё

]言そ]ili[:環 |:封」骨意[:書慰::[‐Iii:[[Lら わ

な くても、特に不満はありません。知 らない良さもありますから。

司会 手紙をもらうためにやったんじゃない、 ということ|ま あるで

しょうね。

浅沼 イロ∫しろ私にとっては好いチャンスでした。改めて、命とか人

生を考える機会が自分に与えられたと思います。確かにリスク|ま 考

えましたが、それでもやっばり救いたい命があり、救わな |す れ |ま な

らない命がある、私の骨髄で100%助 かるわけではないけれど、希望

が持てますよね。や らなかったらゼロですから。60～ 70°。かもしれ

ませんが、助かるという夢が持てるんです。

今里  自分に対 して自信 も持てましたし、一つ良いことをしたなと

自分を誉めてあげたいですね。

谷 そのままだったら亡 くなってしまう人を、 6割なら6割 の確率

で助けることができる。すごい数字で 1ま ないかと思 うんです。文句

なしの善、 というのを一度やってみたかったんです。芥川龍之介の

Fく もの糸』 というのがありますね。ああいう感 じなんです。

司会 それでは骨髄バンクヘご意見をお聞かせ ください。

梅田 一次 ヒニ次の検杏 lt同 時にやって11し いて十 また、平日以

外の検査 もぜひ検討 していただきたいと′じいます。

浅沼  ドナー側に立って「 ドナーになって良かったよ」 ということ

をもっとPRを した方が良いと思います。 ドナーの体験 を話 し合 う

「 ドナークラブ」のような場 も必要ではないで しようか。また、冬の

北の地域にとって骨髄 を運ぶ交通手段 も大 きなテーマです。

村上 たまたま私の場合は稀な,1か もしれませんが、 もう一度提供

するか、 と言われたら「わからない」 と答えると思います。提供 し

たことに後悔はありませんが、体調が完全にもどるのに半年近 くも

かか り、その後 も仕事の後かたづけなどで 1年 間大変だったんです

感情に訴え、きれい事を言うけれど、実際は差があるんだ、 という

ことです。私の場合はその後のフォローがなかったので、親 もかん

かんに怒っていまして、借・髄の話はタブーになっているんです=て
も、骨髄バンクがつらかった人の話を聞いて くれて、改善 して くれ

ている誠意が感 じられて安心できるようになりました。

浅沼 これは骨髄だけでなく一般医療 も含めてですが、インフォー

ム ド・ コンセントなリフォローアップが、いまだにうまく行ってい

ないという事例 もあります。督・髄バンクを通 した「提供」は、医療

現場にそういうことを再考させる機会でもあると思います。

司会 今 日は貴重なご意見をありがとうございました。

義懸恭1嬢総艤機鞣

'3■=雛
■ヽ

|″ ||″ |(11ヽ
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司会 それでは入院 した病院の対応はどうだったで しょうか。

浅沼 良かったです。私の母校の付属病院だったからという良さも

ち |ま したし イLI1li11111ヒ ‐'.I´
´
「   ■ヽ「零'1入 1=t'1

塚田 私 も個室です。知っている人が多く、お見舞いばか りで した。

中谷 私は相部屋で した。自IIIL病 の患者さんと一緒になったんです。

その方は、人室の際にはいちいち手を消毒されて、マスクをして粘

着マットを踏んでから入るのです。その患者さんにはまだ ドナーが

見つからない状態で したが「ありがとうございます。自分に骨髄 を

もらった様でうれ しいわ」と言われた時には、「ああ、こういう人た

ちが全|ェ|に いっ1ま tヽ いるんだから頑張らねば」 と思いました。忠者

さ/tと 同室だぅたこと|ま 、 とても良かったと思っています。

宮山 だ、1ま 個室で した。病院で 1ま イロ∫かにつけてすべてに「ドナーJ

と書 くようで、婦長さんや看護婦さんに「ご苦労様です」 と言われ

て、こんなにも仰々しいことなのかと思いました。

^,予

仄徒然黍今祭えh繁舞べつ準後ツド||
司会 いちばん気になる採取後の痛み |ま どうで したかt

塚田 痛みは我慢できる程度で、tTり 傷のようなズキズキするよう

な痛みです |ュ =:是供の 3「 I後から1ま普通 |こ ll事ができたと層、います。

1週 間 (ち ヽヽ|ま 歩 (と 痛スが響 きましたが、仕事に差 し支えるよう

な痛みで 1ま な く、夜1民 れないほどの痛みでもありませんで した。

中谷 型、はこういう(市i屈 した)姿勢をすると、痛いなと2週間 くら

い感 じました。寝ていて姿勢を替えるとき、傷 lTllヽ がべ ァヽドに当たる

と痛かったですね。でも、退院 したその日から家事はや りました。

宮山 J高 い痛いと問いていたので̈売隅|ま していたか t,L″ ,ま せ /´ が

(笑 い)、 あまり痛いとは感 じませんで した。私はよく階段から落ち

るんですが (笑 い)、 そんな程度の痛さです。ハイヒールでカッカッ

と歩 くとちょっと気になるかな、 という痛みです。

梅田 採取当日の痛み、あれはズーンというような痛みです。ただ、

谷 申し訳ない気がするんですが、痛みはほとんど無かったんです。

⑥



ドナー登録の推移

月間 (千 )

棒グラフ
線グラフ

月FB5登録数

累積登録数

月月月
年

１

９３

月月
年

卜
肥

7月月
年

１

９４
月月

年

１

９５

月

日本骨髄バンクはドナー登録者数の伸びにより、適合するドナー

4桑補者も増え、骨髄バンクを通した骨髄移植は今年に入り、月間30

例ほどのベースで順調に実施されています。骨髄バンク事業のこれ

までの経過と現状についてご報告しますc

●平成 3年 12月  骨髄移植推進財団発足、骨髄データセンター開設
●平成 4年 1月  ドナー登録検査開始          ■ |‐ |

●平成 4年 6月  患者登録開始            ■||■ |

●平成 4年 9月  コーディネー ト開始        ||
●平成 5年 1月  骨髄移植開始、第 1例       ‐ |
●平成 6年 2月  骨髄移植100例 達成       ‐■

●平成 6年 5月  ドナー登録者 5万人突破 (有効登録者)

●平成 6年 9月  骨髄移植200,1達成        |■ ‐1
●平成 7年 5月  骨髄移植400例達成        111ι

現在の有効ドナー登録者数は今年4月 末日現在で63,524名

施された骨髄移植も381例 となり、移植例は5月 中に400例 となるさ
とが確実です。

また、最近は二次検査済の ドナー数が増大 したことにより、最近

登録・適合検索・コーディネート・移植の推移

の検索状況では登録 している患者さんに ドナー候補が見つかる適合

状況の確率は 6割程度となっています。

さらに、コーデ ィネー トと二次検査の適合にともない、移植■J能

な組み合わせ も急激に増加 しています。公的骨髄バンク事業は開始

待 :輩 [|~い
よその機能 を本格峰 揮する時期 とな

ま]i:3:::;:ili:i::[][言
う[]::::な [

13割ほどの患者さんには、 1人 も適合ドナーを

ていません。患者さんが生きるチャンスを大き

日も早い10万人の ドナー登録者のいる骨髄バン

があります。

こ
・
よる骨髄移植の実施状況は別表の通 りですが、今年

でに移植 した352名 の患者 (2名 の再移植があり総移植″1

は354例 )さ んのうち、生存者は215名 (退院112名 ・入院中103名 )で、

残念ながら137名 がお亡 くなりになっています。

注 1.患者登録数は累計数で、検索中止・登録取消を含む。

注 2.ド ナー登録数は取消を除 く有効登録数。

注 3.二次適合は患者・ ドナーとも累計数。

注 4.患者の病状等確認の上、 ドナーコーディネー トの結果

実施 した二次検査の累計数。

※三次検査の適合確率は 3～ 6割程度。

※患者病状変化による中止件数を含む。

注 5.同意後の患者病状変化等による中止を含む。

注 6.同一患者の再移植 2件 を含む。

注 1

注 2

注 3

注 4

注 5

注 6

1内|■ 容 93年 3月 94年 3月 95年 3月

患者登録 921名 1803名 2,880名

ドナー登録

(二次検査済)

20,013名

(6,878)

46,350名

(21,428)

62,527名

(38,330)

検索状i見

二次適合患者 349名 1,048名 1873名

二次適合 ドナー 891名 3.289名 6638名

|=|●‐デ ィ

ネ|■|ヽ漱i/■

三次検査済患者 123名 496名 1,076名

二次検査済 ドナー 161名 946名 2.108名

最終同意・移植準備 26え[ 176流] 508組

移植状況 骨髄提供・移植完了 8件 123件 354件

都道府県別有効ドナー登録者数と登録患者累計数(1995430現在)

提供需望堵 患1者 提供希望者 患1者 提供希望者 患1者 提供希望者 患1者 提供希望者 患1者
」し海道 4,381 1埼■エ 1,352 1岐■阜 鳥■取 13 仁■賀
青|1森 515 千■葉 1,613 静■1岡 1,822 島‐1根 長■崎
1岩|1手 東■京 10,690 愛■知 3,884 同■山 1.035 真

=●
本 663

官■城| 1,205 神奈川 3,346 三 1重 広  島 1,836 大 1分 19

秋|1鶴 14 ILI IIう と 滋■賀 1山 ||ロ 富■崎
山・ 形 長 ■ 野 京■都 2,443 徳■島 19 鹿1児 1島

福■1島 887 新|‐ 1潟| 1.336 大■阪 5,16] 224 香■川 392 諄■1縄 13

茨■城 富■山 兵■ 1庫 2 111 愛■媛| 1海■‐外

栃■木 石■′|| 609 奈■良 高|■知 11

群‐|1馬 758 福■井 fll歌 山 福 ■同 2,670

合 計 提供希望者.163‐ 1524 患1者|121962

⑦
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〔 地区普及広報委員を公募

~~＼

)

骨髄バンクを発展させて行 くために、地域にあったきめ細かな普

及活動が必要です。そこで、積極的な普及啓発と募金活_Ellを 展開す

ることになりましたし全IIIに地区普及広報委員を配置 し、意欲ある

一般の方から公募 します。

活動内容 ボランテ ィアとして各地で普及Tネ 発事業の /「N画実行.交
通費等の実費は支給。

応募資格 骨髄バンクの意義を理解 し熱意のある方はどなたでも。

応募方法 今年 7月 末までにハガキで応募申請用紙を骨髄移植推進

1オ 団にご請求 下さい。

〒160東京割
`新

宿区新宿148新 ll‐ 小川ビル41r

(景 1,11‖走丁多1直 :LJニ メ

`も

|ま 〔

ホセ・カレーラス公演8月に
ヽ

ノ

lL界 的テナー歌手のホセ・カレーラス氏は11血 病を骨髄移植で克

服 し、「|ら 「匡1際白JI病 財団」を設立 して、世界的な援助活動を行

っています。一昨年 2月 の来日時にはチャリティーコンサー トに出|

演 し、PR活重力とともに多額の寄付をして頂 きました。

今年夏 も来日し公演が予定されています。 8月 8日 には東京・渋

谷の「オーチャー ドホール」公演では、アメリカン・エキスブレス・

インターナショナル社のボランティア活重力(メ セナ)と して、収益金

を骨髄バンク支援のために寄付されます。

〆
|

ヽ

r保健所でドナー登録受付開始

||■|■, 常 |=|||

ヽ
1■

:=′
′l｀

「
`

H乍 年10月 よリー部の保健所で もド■―Fi録 の受■■て

`なり、使不1に なりました。都道府県力
=:そ

■て
=t`:

各県数力所、 ところにより「 数力所の保le_所 て貫■ _f
部未実施の県 もありますが、順次拡大される丁定で■i l

日時等は都道府県 (保 ill所 )か骨髄データセンターにお■

さい。
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オートレースから補助金

1雀募コー
三三

ネーターを全国配置

| ■ 薔t、  P'~―
~|'(1.L ri _‐

「́二千き|■ i=|′ t`:」 i    ― ~~~~

を-11よ り公募 しました。書類選考の 11、 養成研修を行い、

修課程 を修了 した刊F修生の中から114名 のコーデ ィネーター

を行いました。すでに、全|千1に 配置され、 ドナー候補者に
':

―ディネー ト業務や提供 ドナーヘのフォローア ップを11■ ´

す。今後はより速やかで、きめ細やかなコーデ ィネー

ていくことになります。
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が印象的でした。

今年度 も引き続き骨髄バン

重力車振興会 (オ ー トレース)よ

を]メ1き ました。

クの普及杵発事業に対 し、 日本小型自

り公益資金の補助事業とする旨の決定

／

ヽ

、ヽ

サポーター・賛助会員を募集中リ
骨髄バンクの機能を本格的に発揮させるためには、 多くの資金が

必要です。骨髄バ ンクのサポーターや賛助会員となり、善意の ドナ

ーと骨髄バンクを支えて下さるように、いま呼びかけをしています。

個人・企業・グループで、骨 II hバ ンクを応援 して下さい。お振込先

は下記の郵使振替口座です。
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